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１ 転入・転出者で同意をしない者については、連絡がないのか。 

⇒ 個人情報の提供はできないので、自治会ごとに転入・転出者の人数のみを連絡す

る。なお、同意が得られない方については、従来どおり住民基本台帳の閲覧により

確認してもらう。 
   
  転入・転出者の人数だけでは死亡者が把握できていないのでわからないのではないか。 
   ⇒ 今まで配布していた「自治会別人口表」に死亡者数の欄を設けるなどわかりや

すいように改善する。 
   
  転居や転出された場合やアパートの異動は、自治会へのあいさつがないことが多く、

把握できないことがあるが、同意の取り方はどうか。 
   ⇒ 転入・転出される方に、個人の情報を自治会に提供してよいか、町民窓口にお

ける転入等の手続きの際に情報提供の同意を得るものである。個人情報の提供は、

条例により本人の同意を得ることとされているため理解をお願いする。 
 
２ 納税組合について、口座振替は８０％とあるが、納税組合員と非組合員の比率はどう

なっているか。 
   ⇒ 組合員５８．１％である。 
 
３ 今回、下水道料金の増額改定があったが、下水道事業の長期見通しを町民に知らせて

ほしい。 
   ⇒ 町報等により周知します。 
 
  下水道料金の引き上げがあったが、3年後の一般財源繰入金はどれくらいになるのか。 

   ⇒ 現在も元金償還が続いており、また、事業も継続していることから一概には言

えないが、元金償還は 5 年据え置きとなっているため、それまでは利息部分の償

還となる。現在の計画では、償還元金のピークは平成 21 年でその後は減少してい

く見込みである。繰入金は毎年 6 億 8,000 万円程度必要となるが、このたびの使

用料の改定により 3 年間で約 5,500 万円、単年では約 2 千万円程度減少すること

となる。これからも受益者負担の原則により町費の繰出をなくすよう務めていく。 

   
下水道料金の値上げから 3 年後、5 年後、10 年後について、町民に対し、町報により

具体的でわかりやすい数値を用いて周知をしてほしい。また、長期ビジョンをわかりや



すく周知してほしい。町民はよくわからないし、将来的にも不安がある。 

   ⇒ 今年度中に分かりやすいビジョンを作成し、町報に掲載する。 
   
  現在の返済計画はどうなっているのか。町の返済額はわかっており、計算はできるは

ず。町民は値上げについて知りたい。もっと分かりやすく説明できるはず。 
   ⇒ 下水道事業の資本費（公債費）は、国の財政措置約 8 割を除いた 2 割が受益者

負担部分となっており、1 立方メートルあたりに換算すると資料に記載している

152 円部分である。 

     償還金額の推移は、平成 21 年度にピークを迎え、10 年後の平成 32 年度には約

8 億 2,635 万円となる。平成 25 年度には事業が完了し借入金が 0 円となる。よっ

て、最終の借入金に対し平成 30 年から元金償還がはじまり、平成 55 年度に完済

する予定である。 

 
４ 北栄町における小学校入学前の子どもを取り巻く状況と施設の今後の方向性について、

資料には「（6）のぞましい施設数」として、各地区 2 施設とあるが、協議、経過はどう

なっているのか。これから行うのか。 

   ⇒ 協議はこれから行っていく。 

   

  町の方針は資料のとおりと考えていいのか。 

   ⇒ 町の方針である。 

 
  北条地区は、私立、公立の並立で行っていくが、公立でやらなくていいという考え方

については検討していくのか。 
   ⇒ 基本的には公立でやっていく。 
 
５ 地デジ説明会の案内が総務省からあったが、中部の市町で開催数、会場受入人数、が

違うが、公平性を欠いているのではないか。県に問い合わせをしたところ、町の要望だ

と回答があったがどうか。 
 ⇒ 町から要望はしていない。国の判断であると考えている。県に町から問い合わ

せてみる。なお、実際にやってみて補足が必要であれば補完して行う。 
 
６ 燃えるごみの処理について、12 月 25 日午前 6 時 30 分ごろにごみを持っていたところ

既に収集されていた。収集時間は午前 7時からではないか。 

   ⇒ 北条地区は要望が多い早朝収集としているが、自治会によっては「早い」、「遅

い」と要望がまちまちである。今回の要望により個別に協議する。 

   



７ 1月 1日に35㎝の雪が降ったが、下神県道信号から曲までの間の除雪がしてなかった。

除雪の体制はどうなっているのか。 

   ⇒ 県道と町道の交換があった箇所であり、業者が勘違いした可能性がある。当該

場所は県道であり県へ要望する。 
 

  江北浜の集落内について雪の捨て場がないため除雪されない。現実問題として、緊急

車両が入れないので、防災観点上問題がある。町は財政難ということだが、住民も 6 割

が高齢者であり、住民での除雪対応もできない。緊急車両が入れる道路について除雪を

要望したい。 

   ⇒ 言われることも分かるが町全体において同じことが言える。町では、最低限の

優先的な道路 160 ㎞について除雪をしている。また、財政的なこともあるが、除

雪業者も少なくなっているのが現状である。今回の件について具体的な回答はで

きないが、自治会要望もあり、担当も聴き取りしている。十分協議させていただ

き判断したい。 

 
８ 大栄中学校の生徒を迎えに来る自動車が道路に停車して待っており、周辺の道路は非

常に危険である。大栄中学校には入口が 2 つあるので、生徒の乗り降りを玄関前でさせ

るようにし、自動車の流れについて、入口・出口を決めて一定の方向で行ってはどうか

提案する。 

   ⇒ 学校とともに検討する。 


